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ダブル・ブレイン（ブル） 
運用報告書(全体版) 

 
第２期（決算日2022年11月22日） 

 
作成対象期間（2021年11月23日～2022年11月22日） 

受益者のみなさまへ 

平素は格別のご愛顧を賜り、厚く御礼申し上げます。 
当作成対象期間の運用状況等についてご報告申し上げます。 
今後とも一層のお引立てを賜りますよう、お願い申し上げます。 
 

●当ファンドの仕組みは次の通りです｡ 
商 品 分 類 追加型投信／内外／資産複合／特殊型（絶対収益追求型） 
信 託 期 間 2021年３月３日から2028年11月22日までです。 

運 用 方 針 

外国投資法人であるマン・ファンズⅨ－マン・インスティテューショナル・ポートフォリオ・クロム－日本円クラスの円建ての外国投
資証券および円建ての国内籍の投資信託である野村マネーインベストメント マザーファンド受益証券への投資を通じて、世界各国（新
興国を含みます。）の株式、債券等を実質的な主要投資対象とし、株式、債券、商品等に関連するデリバティブ取引、為替予約取引等
を実質的な主要取引対象とし、中長期的な信託財産の成長を図ることを目的として積極的な運用を行なうことを基本とします。各証券
への投資比率は、通常の状況においては、マン・ファンズⅨ－マン・インスティテューショナル・ポートフォリオ・クロム－日本円ク
ラスの外国投資証券への投資を中心としますが、特に制限は設けず、各証券の収益性および流動性ならびに当ファンドの資金動向等を
勘案のうえ決定します。 

主な投資対象 

ダブル・ブレイン（ブル） 

マン・ファンズⅨ－マン・インスティテューショナル・ポートフォリオ・クロム－日本円クラス
の円建ての外国投資証券および野村マネーインベストメント マザーファンド受益証券を主要投
資対象とします。なお、コマーシャル・ペーパー等の短期有価証券ならびに短期金融商品等に直
接投資する場合があります。 

マン・ファンズⅨ－マン・ 
インスティテューショナル・ポートフォリオ・ 

クロム－日本円クラス 

世界各国（新興国を含みます。）の株式、債券等を実質的な主要投資対象とし、株式、債券、商品
等に関連するデリバティブ取引、為替予約取引等を実質的な主要取引対象とします。 

野村マネーインベストメント 
マザーファンド 

本邦通貨表示の短期有価証券を主要投資対象とします。 

主な投資制限 
ダブル・ブレイン（ブル） 投資信託証券への投資割合には制限を設けません。外貨建資産への直接投資は行ないません。 

野村マネーインベストメント 
マザーファンド 

株式への投資は行ないません。外貨建資産への投資は行ないません。 

分 配 方 針 
毎決算時に、原則として経費控除後の繰越分を含めた利子・配当等収益と売買益（評価益を含みます。）等から、基準価額水準等を勘
案して分配します。留保益の運用については、特に制限を設けず、元本部分と同一の運用を行ないます。 
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－ 1 － 

ダブル・ブレイン（ブル）

○設定以来の運用実績 
 

決 算 期 
基 準 価 額 

債   券 
組 入 比 率 

債   券 
先 物 比 率 

投 資 信 託 
証   券 
組 入 比 率 

純 資 産 
総 額 (分配落) 

税 込 み 
分 配 金 

期 中 
騰 落 率 

(設定日) 円 円 ％ ％ ％ ％ 百万円 

2021年３月３日 10,000 － － － － － 2,397 

１期(2021年11月22日) 12,930 0 29.3 0.0 － 96.6 74,476 

２期(2022年11月22日) 9,669 0 △25.2 0.0 － 98.9 78,663 
 
＊当ファンドはマザーファンドを組み入れますので、「債券組入比率」、「債券先物比率」は実質比率を記載しております。 

＊債券先物比率は買い建て比率－売り建て比率。 

＊当ファンドは、主として外国籍ファンドに投資するファンド・オブ・ファンズであり、値動きを表す適切な指数が存在しないため、ベンチ

マーク等はありません。 
 

 

○当期中の基準価額と市況等の推移 

年 月 日 
基 準 価 額 債   券 

組 入 比 率 
債   券 
先 物 比 率 

投 資 信 託 
証   券 
組 入 比 率  騰 落 率 

(期  首) 円 ％ ％ ％ ％ 

2021年11月22日 12,930 － 0.0 － 96.6 

11月末 12,226 △ 5.4 0.0 － 98.7 

12月末 12,458 △ 3.7 0.0 － 97.8 

2022年１月末 11,493 △11.1 0.0 － 97.2 

２月末 11,438 △11.5 0.0 － 97.8 

３月末 11,793 △ 8.8 0.0 － 98.1 

４月末 11,082 △14.3 0.0 － 98.5 

５月末 11,064 △14.4 0.0 － 99.0 

６月末 9,983 △22.8 0.0 － 98.9 

７月末 10,419 △19.4 0.0 － 99.0 

８月末 10,334 △20.1 0.0 － 99.0 

９月末 9,475 △26.7 0.0 － 99.1 

10月末 9,551 △26.1 0.0 － 99.2 

(期  末)      

2022年11月22日 9,669 △25.2 0.0 － 98.9 
 
＊騰落率は期首比です。 

＊当ファンドはマザーファンドを組み入れますので、「債券組入比率」、「債券先物比率」は実質比率を記載しております。 

＊債券先物比率は買い建て比率－売り建て比率。 
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－ 2 － 

ダブル・ブレイン（ブル）

◎運用経過 

○期中の基準価額等の推移 
 

  

  
（注）分配金再投資基準価額は、分配金（税込み）を分配時に再投資したものとみなして計算したもので、ファンド運用の実質的なパフォー

マンスを示すものです。作成期首（2021年11月22日）の値が基準価額と同一となるように指数化しております。 

（注）分配金を再投資するかどうかについてはお客様がご利用のコースにより異なります。また、ファンドの購入価額により課税条件も異な

ります。したがって、個々のお客様の損益の状況を示すものではありません。 

（注）上記騰落率は、小数点以下第２位を四捨五入して表示しております。 

 

○基準価額の主な変動要因 

世界各国（新興国を含みます。）の株式、債券等への実質的な投資、および、株式、債券、

商品等に関連するデリバティブ取引、為替予約取引等からのキャピタルゲイン（またはロス）

（価格変動損益） 

為替取引によるコスト（金利差相当分の費用）またはプレミアム（金利差相当分の収益） 
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－ 3 － 

ダブル・ブレイン（ブル）

○投資環境 

【世界株式市場】 

期初から2021年12月にかけては、新型コロナウイルスのオミクロン株への警戒感などを背景

に下落する局面があったものの、過度なオミクロン株への懸念が後退すると上昇に転じるなど

一進一退の展開となりました。2022年に入ると、１月はFRB（米連邦準備制度理事会）が金融

政策の正常化を前倒しで進めるとの見方を受けた米長期金利の上昇などを背景に下落しまし

た。２月から３月にかけては、ロシアによるウクライナへの軍事侵攻を巡る懸念などを背景に

下落基調で推移したものの、停戦交渉進展への期待が高まると上昇しました。４月から７月中

旬にかけては、各国中央銀行が金融引き締め姿勢を強めたことなどを背景に景気減速への懸念

が高まり、下落基調で推移しました。８月中旬にかけては、米国の過度な金融引き締めへの警

戒感の後退などを受けて上昇したものの、９月に入ると、FOMC（米連邦公開市場委員会）で

インフレ抑制まで利上げを継続する姿勢が改めて示されたことなどから再び下落基調で推移

しました。10月から期末にかけては、FRBの利上げ減速観測などを背景に上昇基調で推移しま

した。 

 

【世界債券市場】 

期初から2021年12月にかけては、BOE（英中央銀行）の利上げへの政策転換などを受けて小

幅に下落しました。2022年１月から５月にかけては、市場予想を下回る米経済指標やFRBによ

る積極的な金融引き締めに対する過度な警戒感が後退し、上昇する局面もあったものの、イン

フレ率の高まりを抑制すべく、各国中央銀行が金融引き締め姿勢を強めたことから、下落基調

で推移しました。６月から10月中旬にかけては、主要各国の軟調な経済指標などを受けて景気

減速懸念が高まり上昇する局面はあったものの、FRBによる積極的な利上げ姿勢などを受けて

下落基調で推移しました。10月から期末にかけては、FRBの利上げ減速観測などを背景に上昇

基調で推移しました。 

 

【為替市場】 

期初から2022年２月にかけては、新型コロナウイルスのオミクロン株への警戒感から円高・

米ドル安となる局面もありましたが、概ね横ばいで推移しました。３月から10月にかけては、

米長期金利が低下する局面で円高・米ドル安となる局面もありましたが、FRBが積極的な金融

引き締めを継続する一方、日銀は大規模な金融緩和政策を継続したことから日米の金利差が拡

大し、円安・米ドル高となりました。11月から期末にかけては、FRBの利上げ減速観測などを

背景に円高・米ドル安となりました。 
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－ 4 － 

ダブル・ブレイン（ブル）

○当ファンドのポートフォリオ 

［ダブル・ブレイン（ブル）］ 

［マン・ファンズⅨ－マン・インスティテューショナル・ポートフォリオ・クロム－日本円

クラス］および［野村マネーインベストメント マザーファンド］受益証券を主要投資対象と

し、投資の中心とする［マン・ファンズⅨ－マン・インスティテューショナル・ポートフォリ

オ・クロム－日本円クラス］受益証券への投資比率を概ね90％以上に維持しました。 

 

［マン・ファンズⅨ－マン・インスティテューショナル・ポートフォリオ・クロム－日本円ク

ラス］ 

世界各国（新興国を含みます。）の株式、債券等を実質的な主要投資対象とし、株式、債券、

商品等に関連するデリバティブ取引、為替予約取引等を実質的な主要取引対象とします。 

 

〇当作成期におけるファンドの騰落率はマイナスとなりました。セクター別ではファンドに対

するマイナスの影響が大きかったのは、株式、債券・金利セクターなどとなりました。個別

の寄与度では、米国債（10年）、米国債（30年）などが下位となりました。 

 

［野村マネーインベストメント マザーファンド］ 

残存１年以内の公社債等の短期有価証券への投資を行ない、あわせてコール・ローン等で運

用を行なうことで流動性の確保を図りました。 
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－ 5 － 

ダブル・ブレイン（ブル）

○当ファンドのベンチマークとの差異 

当ファンドは、主として外国籍ファンドに投

資するファンド・オブ・ファンズであり、値動

きを表す適切な指数が存在しないため、ベンチ

マーク等はありません。 

グラフは、期中の当ファンドの期別基準価額

騰落率です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◎分配金 

収益分配金については、利子・配当等収入、信託報酬などの諸経費を勘案して分配を行ない

ませんでした。 

留保益の運用については、特に制限を設けず、元本部分と同一の運用を行ないます。 

 

○分配原資の内訳 

 （単位：円、１万口当たり・税込み） 

項 目 
第２期 

2021年11月23日～ 
2022年11月22日 

当期分配金 －  

(対基準価額比率) －％ 

 当期の収益 －  

 当期の収益以外 －  

翌期繰越分配対象額 1,125   
（注）対基準価額比率は当期分配金（税込み）の期末基準価額（分配金込み）に対する比率であり、ファンドの収益率とは異なります。 

（注）当期の収益、当期の収益以外は小数点以下切捨てで算出しているため合計が当期分配金と一致しない場合があります。 
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－ 6 － 

ダブル・ブレイン（ブル）

◎今後の運用方針 

［ダブル・ブレイン（ブル）］ 

［マン・ファンズⅨ－マン・インスティテューショナル・ポートフォリオ・クロム－日本円

クラス］受益証券および［野村マネーインベストメント マザーファンド］受益証券を主要投

資対象とし、投資の中心とする［マン・ファンズⅨ－マン・インスティテューショナル・ポー

トフォリオ・クロム－日本円クラス］受益証券への投資比率を概ね90％以上に維持します。 

 

［マン・ファンズⅨ－マン・インスティテューショナル・ポートフォリオ・クロム－日本円ク

ラス］ 

世界各国（新興国を含みます。）の株式、債券等を実質的な主要投資対象とし、株式、債券、

商品等に関連するデリバティブ取引、為替予約取引等を実質的な主要取引対象とすることによ

り、中期的な収益の獲得を目指します。 

 

また、米ドル売り円買いの為替ヘッジを機動的に行ないます。 

 

［野村マネーインベストメント マザーファンド］ 

残存１年以内の公社債やコマーシャル・ペーパー等の短期有価証券への投資を行ない、あわ

せてコール・ローン等で運用を行なうことで流動性の確保を図って運用いたします。 

日本銀行によるマイナス金利政策のもと、主要な投資対象となる公社債の利回りや余資運用

の際のコール・ローンの金利もマイナスとなる中、マイナス利回りの資産への投資等を通じて、

基準価額が下落することが想定されますのでご留意ください。 

 

今後とも引き続きご愛顧賜りますよう、よろしくお願いいたします。 

 

 
※店頭デリバティブ取引に関する国際的な規制強化について 

店頭デリバティブ取引等の金融取引に関して、国際的に規制の強化が行なわれており、ファンドが実質的に活用する当該金融取引が当該

規制強化等の影響をうけ、当該金融取引を行なうための担保として現金等を提供する必要がある場合があります。その場合、追加的に現

金等を保有するため、ファンドの実質的な主要投資対象の組入比率が下がり、高位に組入れた場合に期待される投資効果が得られないこ

とが想定されます。また、その結果として、実質的な主要投資対象を高位に組入れた場合と比べてファンドのパフォーマンスが悪化する

場合があります。 
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－ 7 － 

ダブル・ブレイン（ブル）

○１万口当たりの費用明細 (2021年11月23日～2022年11月22日) 

項 目 
当 期 

項 目 の 概 要 
金 額 比 率 

  円 ％  

（a） 信 託 報 酬 100  0.913  (a)信託報酬＝期中の平均基準価額×信託報酬率 

 （ 投 信 会 社 ） ( 36)  (0.330)  ファンドの運用とそれに伴う調査、受託会社への指図、法定書面等の作成、 
基準価額の算出等 

 （ 販 売 会 社 ） ( 60)  (0.550)  購入後の情報提供、運用報告書等各種書類の送付、口座内でのファンドの管理 
および事務手続き等 

 （ 受 託 会 社 ） (  4)  (0.033)  ファンドの財産の保管・管理、委託会社からの指図の実行等 

（b） そ の 他 費 用 0   0.003   (b)その他費用＝期中のその他費用÷期中の平均受益権口数 

 （ 監 査 費 用 ） (  0)  (0.003)  監査費用は、監査法人等に支払うファンドの監査に係る費用 

 合 計 100   0.916    

期中の平均基準価額は、10,943円です。  

 
＊期中の費用（消費税等のかかるものは消費税等を含む）は、追加・解約により受益権口数に変動があるため、簡便法により算出した結果です。

＊各金額は項目ごとに円未満は四捨五入してあります。 

＊その他費用は、このファンドが組み入れているマザーファンドが支払った金額のうち、当ファンドに対応するものを含みます。 

＊各項目の費用は、このファンドが組み入れている投資信託証券（マザーファンドを除く。）が支払った費用を含みません。 

＊各比率は１万口当たりのそれぞれの費用金額（円未満の端数を含む）を期中の平均基準価額で除して100を乗じたもので、項目ごとに小数

第３位未満は四捨五入してあります。 
 

 

  



品 名：90001_180345_002_02_ダブル・ブレイン（ブル）_942073.docx 

日 時：2022/12/21 13:47:00 

ページ：8 

 

－ 8 － 
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（参考情報） 

◯経費率（投資先ファンドの運用管理費用以外の費用を除く。） 

当期中の運用・管理にかかった費用の総額（原則として、募集手数料、売買委託手数料及び有価

証券取引税を除く。）を期中の平均受益権口数に期中の平均基準価額（１口当たり）を乗じた数で

除した経費率（年率）は2.29％です。 
 

  

  
（注）当ファンドの費用は１万口当たりの費用明細において用いた簡便法により算出したものです。 

（注）各費用は、原則として、募集手数料、売買委託手数料及び有価証券取引税を含みません。 

（注）各比率は、年率換算した値です。 

（注）投資先ファンドとは、当ファンドが組入れている投資信託証券（マザーファンドを除く。）です。 

（注）当ファンドの費用は、マザーファンドが支払った費用を含み、投資先ファンドが支払った費用を含みません。 

（注）当ファンドの費用と投資先ファンドの費用は、計上された期間が異なる場合があります。 

（注）投資先ファンドには運用管理費用以外の費用がある場合がありますが、上記には含まれておりません。 

（注）上記の前提条件で算出したものです。このため、これらの値はあくまでも参考であり、実際に発生した費用の比率とは異なります。 
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○売買及び取引の状況 (2021年11月23日～2022年11月22日) 

 

 

銘 柄 
買 付 売 付 

口 数 金 額 口 数 金 額 

国 
内 

 口 千円 口 千円  
マン・ファンズⅨ－マン・インスティテューショナル・ 
ポートフォリオ・クロム－日本円クラス 

2,763,591 33,594,700 334,127 3,430,100  
 
＊金額は受け渡し代金。 

＊金額の単位未満は切り捨て。 

 

○利害関係人との取引状況等 (2021年11月23日～2022年11月22日) 

 

 該当事項はございません。 

 
利害関係人とは、投資信託及び投資法人に関する法律第11条第１項に規定される利害関係人です。 

 

○組入資産の明細 (2022年11月22日現在) 

 

銘 柄 
期首(前期末) 当 期 末 

口 数 口 数 評 価 額 比 率 

 口 口 千円 ％ 

マン・ファンズⅨ－マン・インスティテューショナル・ 
ポートフォリオ・クロム－日本円クラス 

5,449,000 7,878,464 77,780,616 98.9 

合 計 5,449,000 7,878,464 77,780,616 98.9 
 
＊比率は、純資産総額に対する評価額の比率。 

＊評価額の単位未満は切り捨て。 
 

 

 

銘 柄 
期首(前期末) 当 期 末 

口 数 口 数 評 価 額 

 千口 千口 千円 

野村マネーインベストメント マザーファンド 99 99 99 
 
＊口数・評価額の単位未満は切り捨て。 

 

  

投資信託証券 

親投資信託残高 
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○投資信託財産の構成 (2022年11月22日現在) 

項 目 
当 期 末 

評 価 額 比 率 

 千円 ％ 

投資信託受益証券 77,780,616 98.3 

野村マネーインベストメント マザーファンド 99 0.0 

コール・ローン等、その他 1,351,834 1.7 

投資信託財産総額 79,132,549 100.0 
 
＊金額の単位未満は切り捨て。 

 

○資産、負債、元本及び基準価額の状況 （2022年11月22日現在) 

項 目 当 期 末 

  円 

(A) 資産 79,132,549,629   

 コール・ローン等 1,351,832,819   

 投資信託受益証券(評価額) 77,780,616,880   

 野村マネーインベストメント マザーファンド(評価額) 99,930   

(B) 負債 469,449,711   

 未払解約金 86,618,625   

 未払信託報酬 381,450,261   

 未払利息 2,152   

 その他未払費用 1,378,673   

(C) 純資産総額(Ａ－Ｂ) 78,663,099,918   

 元本 81,353,929,312   

 次期繰越損益金 △ 2,690,829,394   

(D) 受益権総口数 81,353,929,312口 

 １万口当たり基準価額(Ｃ／Ｄ) 9,669円 
 

（注）期首元本額は 57,601,336,489円、期中追加設定元本額は

29,397,341,114円、期中一部解約元本額は5,644,748,291円、１口

当たり純資産額は0.9669円です。 
 

○損益の状況 (2021年11月23日～2022年11月22日) 

項 目 当 期 

  円 

(A) 配当等収益 △       372,796   

 支払利息 △       372,796   

(B) 有価証券売買損益 △23,302,060,244   

 売買益 995,531,541   

 売買損 △24,297,591,785   

(C) 信託報酬等 △   798,796,046   

(D) 当期損益金(Ａ＋Ｂ＋Ｃ) △24,101,229,086   

(E) 前期繰越損益金 6,045,290,254   

(F) 追加信託差損益金 15,365,109,438   

 (配当等相当額) (   3,114,817,846)  

 (売買損益相当額) (  12,250,291,592)  

(G) 計(Ｄ＋Ｅ＋Ｆ) △ 2,690,829,394   

(H) 収益分配金 0   

 次期繰越損益金(Ｇ＋Ｈ) △ 2,690,829,394   

 追加信託差損益金 15,365,109,438   

 (配当等相当額) (   3,114,817,853)  

 (売買損益相当額) (  12,250,291,585)  

 分配準備積立金 6,045,598,323   

 繰越損益金 △24,101,537,155   
 
＊損益の状況の中で(B)有価証券売買損益は期末の評価換えによる

ものを含みます。 

＊損益の状況の中で(C)信託報酬等には信託報酬に対する消費税等

相当額を含めて表示しています。 

＊損益の状況の中で(F)追加信託差損益金とあるのは、信託の追加設

定の際、追加設定をした価額から元本を差し引いた差額分をいい

ます。 
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ダブル・ブレイン（ブル）

（注）分配金の計算過程（2021年11月23日～2022年11月22日）は以下の通りです。 

項 目 
当 期 

2021年11月23日～ 
2022年11月22日 

a. 配当等収益(経費控除後) 0円 

b. 有価証券売買等損益(経費控除後・繰越欠損金補填後) 0円 

c. 信託約款に定める収益調整金 3,114,817,853円 

d. 信託約款に定める分配準備積立金 6,045,598,323円 

e. 分配対象収益(a＋b＋c＋d) 9,160,416,176円 

f. 分配対象収益(１万口当たり) 1,125円 

g. 分配金 0円 

h. 分配金(１万口当たり) 0円 

 

○分配金のお知らせ  

１万口当たり分配金（税込み） 0円 
 
※分配落ち後の基準価額が個別元本と同額または上回る場合、分配金は全額普通分配金となります。 

※分配前の基準価額が個別元本を上回り、分配後の基準価額が個別元本を下回る場合、分配金は個別元本を上回る部分が普通分配金、下回

る部分が元本払戻金（特別分配金）となります。 

※分配前の基準価額が個別元本と同額または下回る場合、分配金は全額元本払戻金（特別分配金）となります。 

 

○お知らせ 

信託金限度額を1,000億円から1,500億円に引き上げる所要の約款変更を行ないました。 

 ＜変更適用日：2022年２月17日＞ 
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United States Treasury Bill 0% 10/03/22   50,000,000 49,996,767 6.56% 
United States Treasury Bill 0% 12/05/22   50,000,000 49,984,412 6.55% 
      

$99,975,602     99,981,179 13.11% 
      

$99,975,602     99,981,179 13.11% 
      

      
      

AHL Evolution Ltd* Daily 1 Day 2,480 25,758,608 3.38% 
AHL Institutional Series 3 Ltd* Daily 1 Day 593,578 78,379,613 10.28% 

$113,748,899     104,138,221 13.66% 
      

      
AHL TargetRisk Master Limited* Daily 1 Day 1,093,377 434,923,107 57.04% 

$390,170,738     434,923,107 57.04% 
      

$503,919,637     539,061,328 70.70% 
      

$603,895,239     639,042,507 83.81% 
      

      
      

    1,062,862 0.14% 
      

    1,062,862 0.14% 
      

( )     1,062,862 0.14% 
      

$603,895,239     640,105,369 83.95% 
      

      
      

    (2,657,568) (0.35%) 
      

    (2,657,568) (0.35%) 
      

    (2,657,568) (0.35%) 
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